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『都市政策研究』廃刊のお知らせ
謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より、本学の教育、
研究活動には格別のご指導を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、この度、『都市政策研究第 12 号』を、研究紀要として刊行いたしました。
寄贈させていただきますので、ご高覧賜れば幸甚に存じます。
　なお、2018 年の首都大学東京の組織再編にともない、都市政策研究は 
第 12 号をもって廃刊することとなりました。今後の研究紀要の発刊につい
ては、平成 30 年度より新学科としてスタートいたします首都大学東京都市
環境学部都市政策科学科の HP（https://www.usp-tmu.jp/）をご覧いただけ
れば幸いです。
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